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当所の大容量電力短絡試験設備を用いて、実規模大の低圧電気盤および高圧電気盤を対象とした内部アーク試験

を実施し、HEAF（高エネルギーアーク故障）火災に至る条件は、アーク放電時に放出されるアークエネルギー量

Earcに依存し、電気盤の種類により、そのしきい値が異なることを明らかにした。 
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1. 目的  電気設備の故障による短絡等に起因してアーク放電が発生（HEAF）した場合、加熱された空気が電気

盤外あるいは隣接した電気盤内に噴出し、隣接機器が損傷するだけなく HEAF 火災に至る懸念がある。原子力発

電所内で HEAF 火災が発生した場合、周辺機器の安全性に大きく影響するため、実規模大の電気盤内部でアーク

放電を発生させる試験（内部アーク試験：図１）を実施し、HEAF 火災発生防止評価手法を提案する。 

2.内部アーク試験  図 1 に、代表的な各種高圧電気盤を対象と

して、アーク継続時間をパラメータとした内部アーク試験結果

示す。Earc(MJ)は通電時間 tarcに比例して増大し、しきい値を超え

ると HEAF 火災に至ることがわかる。また、試験では三相短絡

電流条件における電圧や電流を測定し、アーク電圧 Varc（対地

電圧の三相合計値）やEarcを求めた。Varcは概ね一定の値となり、

高圧電気盤の平均値は 1.33kV、低圧電気盤の平均値は、パワー

センター（P/C）の場合 0.467kV、モータコントロールセンター

（MCC）の場合 0.675kV となった。 

3. HEAF火災発生防止評価手法  HEAF 火災の発生有無は Earc

に依存することを踏まえ、HEAF 火災に進展しないアークエ

ネルギーの設計値 Edesign (MJ)を設定すること（表 1 参照）によ

り、評価式(1)を用いてHEAF 火災に至らないアーク発生時間

tdesign (s)が求められる。 

tdesgin = Edesign / (Varc × 0.9 × Irms) ··············· (1) 

ここで、Varcは内部アーク試験で得られたアーク電圧(kV)、Irms 

(kA)は当該電気盤内において三相短絡故障によりアークが発

生した場合の短絡電流（実効値）である。 

4. 結言  実規模大の各種低・高圧電源盤を用いた内部アーク

試験に基づき、HEAF 火災に進展しないアークエネルギー継

続時間を算定する HEAF 火災発生防止評価手法を提案した。 
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表 1 HEAF火災に至らない Earcのしきい値 

電気盤タイプ しきい値 

高圧電気盤 25MJ 

高圧電気盤（D/G 接続） 16MJ 

低圧電気盤（P/C） 18MJ 

低圧電気盤（MCC） 4.4MJ 
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図 1 MCCの内部アーク試験 

図 2 高圧電気盤の HEAF火災試験結果 
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